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~投工事が進む上信越自動車道は、 11 月 7 口に佐

久~小諸聞が開通し、小諸~史!liiJlllも平成 8年度の

完成をめざして順調に進んでいます。

11月16円には、東太郎山の下を通る 「山口トンネ

ル(長さ 699メートル)Jが民通。貫通式は市民

の特さんにも公開され、 ふだんでは見るこ とのでき

ない民迎の瞬間を、多くの人たちが体験しました。

発破ボタンが押されると、坑内には大音響が響き

わたり、無事貰通しました。安全確認のあと、関係

者や市民が通り初めをして民通を祝いました。

E'-~ (lOF.!l B置圏 人口7122，156人(+63) 男/59.924よ(+43) 女/62，232人(+20) 世帯742，254(+80) 
金盟ム登録者数/1.763人(+36) 男/1，007人(+23) 女/756人(+13) ()は前月比



-
『
上
田
市
の
高
速
道
路
工
事
は
』

日
本
道
路
公
団
上
回
工
事
事
務
所

の
中
で
、
上
田
市
内
の
工
事
を
控
当

す
る
主
事
区
は
、
上
回
工
事
区
と
東

部
正
詰
区
が
あ
り
ま
す
。

上
田
正
判
事
ん
隠
附
、
ト
官
ロ
l
マ
い

橋
の
神
川
橋
工
事
叩
イ
ン
h
m
!
の
工

事
は
上
回
工
事
、
大
久
保
ha
山
口
ト

〉
ネ
ル
は
よ
回
西
ト
ン
ネ
必
工
事
、

時

太
郎
山
は
太
郎
山
ト
ア
ネ
山
東
工
事

が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。

東
部
工
事
区
は
国
道
日
号
線
と
千

曲
川
に
平
行
し
て
、
西
小
諸
か
ら
東

部
町
を
経
由
し
て
上
田
市
の
伊
勢
山

ま
で
、
上
回
ロ
!
マ
ン
橋
を
除
く
区

間
を
担
泊
す
る
、
東
部
工
事
・
豊
里

工
事
・
殴
城
工
事
・
神
科
工
事
が
あ
り
、

土
工
工
事
中
心
に
高
速
道
路
の
骨
絡

を
形
づ
く
る
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

上
田
地
怪
で
削
ら
作
た

ι砂
の
多

く
は
東
部
地
匹
の
盛
り
土
と
し
て
使

わ
れ
、
行
き
か
う
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

に
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
う
か
が

へ

え
ま
す
。

L
W

各
工
事
亡
も
順
調
に
進
め
ら
れ
、

す
で
に
神
川
橋
r
h
u
ゆ
い
東
部
工
事
は

L
9
A
 

竣
工
し
、
そ
の
他
の
工
事
区
も
次
々

と
竣
工
を
迎
え
て
い
き
ま
す
吊

ま
た
、
仕
上
げ
の
工
事
と
も
い
え

る
舗
装
工
事
及
び
施
設
工
事
も
発
注

さ
れ
、
平
成
8
年
度
内
完
成
を
目
指

し
よ
信
越
自
動
車
道
手
本
は
肴
々
と

進
め
ら
れ
で
い
き
ま
す
。
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12月1日に全国一斉に民生 ・児蛮委員の改選が行われ、

上回市では191人が厚生大臣から委嘱されました。任期は平

成 7年12月1日から平成10年11月301ヨまでで‘す。お気軽に

ご相談ください。

なお56人のかたが退任されました。長年にわたり社会桶

祉の増進にご尽力いただき、心からお礼申し上げます。

マ問い合わせ福祉課 (~1605)

地区 担当地区 氏 名 電話地区 担当地区 氏 名 電 話 陣区担当地区 氏 名 電話

鎌 原 土屋 1呆 22-8978 東築地 尾形 8B ヒ 24-4713 豊
矢赤

沢 渡辺綾子 24-2596 
商 ß~ 春日美枝子 22-2910 

JfI 
半 過 石井 厚 24・7202 殿 坂 金子卓ニ 27-1240 辺

新 町 宮津八江子 22-0368 . 福 回 小林良 一 22-5811 
下五本舗・東EH加n 富島久 38-2091 

JlI~訪部 岡村英子 25.033036 7 
泉 言ロt 悶 小田中茂チ 27-0211 佐藤秀子 38-5945 国

IJIi Lι 塚 大井幸代子 24・5 11 水市光夫 24-8735 11 時1回公 38-5050 
常型空町 久保容 ニ !J~ 22・4960763 大 昆 桜井いわお 36・3436 上本郷 宮林昭樹 38・2992
緑が丘 成渇文雄 22・1 11 中村ft1:l1t! 35-0038 中 野 小出忠治 38-6057 
新 屋 森泉津や子 27.031259 5 岩 下 今水弥生 35-19臼 学海 1材 古田文子 38・4426

11 山岸臨ま量 22・4 上青木J1i{見光子 35-1066 中 学海南 ・jt 工藤とも え 38-2977 
都 緑が丘北 成湾儀 ニ 22-4876 神 下脅木 富島 一 郎 35・0032

溢
上・下小島 和田幸雄 38-2874 

11 金井普子 23-1588 みすず台南 巻原 彩 35-1842 {泉 野 上野光子 38-5678 
緑が丘西 小林かね子 23・1566617 みすず台北 古悶利子 36-2595 問 11 館林良裕 38-2992 
減 :I~ 石井洋子 22-5 梅が丘 ヨF野英一 36-2117 . Iif m 中村つや子 38-4756 

11 関 一 雄 23・1466 久保林 西部俊 一 35-0861 
東

八木沢・八舞 荒川昌鱒 38-2172 
牧 桜井幸 ニ 27-9303 )11 上 沢 市川信子 23-1352 平井寺 1If EfI 書長 38・2704

調1訪形 増海軍治 22・4905 国 分 背柳好文 22-1028 塩
鈴 子 金井美知 38-2493 

11 赤羽糸子 22-4996 黒 坪 飯込貞子 24-2782 問

ト2事11 総野重治 38-6348 
須 JfI 手塚友市 24-7510 下 場 柳 j事淑子 22-6318 沢 竹湾栄一 38-3681 

械
中 村 竹内昭吾 24-3594 上 堀 春原 m長 23-1446 日空;伊藤賢太郎 38-2487 

11 宮下みち子 24-6347 畑 山 清水幸雄 22-3628 新村みさを 38-5455 
朝日が丘 橋詰愛子 25・0761 伊勢山 -赤羽典次 27-0068 奈良尾 林 澄男 38-2827 
三 好町 徴林保次 22-3365 11 赤羽湯子 24-2482 呼-i金井絹子 38-5603 
iiJjl 所 清水利博 24-7350 神科新畠 中 i;i}美智子 24-6700 宅賀文江 38・5015

11 堀江のり子 22-4860 盟T ゲf 北 i~ 'l.tI = ~号 27-1600 
十1.十来前人山

武田 弘 38-2546 
F 11 花井寿み子ロ1871F 西野竹 寓悶 i在子 24-8728 小池省爾 38-7454 

中之条 西海貞 一 27.148510 3 笹井・川原 井出鏡子 24-3029 西 西宮ij山 滝海図失 38-6141 神
11 中津あつ子 24-0 岩 r， 宮島田子 24-8691 溢 手 塚 小山 幸 お-5387

千曲町 倉湾正勝 23-1500 染 屋小林来 二 郎 22-3674 
回

塩凶新町保科友幸 38-3007 
11 神原幸子 22-1191 11 山 悶 11;子 27-7653 山 国 *川義士 38・5632

秋 和 小林邦人 24-5396 蛇 沢 1夜間 snf 22・9124
. 

野 倉 曽根邦和 38-5980 

続
11 綿貫もと子 27・5202 金 弁 百人好子 24-6665 Bリ 上 手 竹内今子 38-4557 

よ境尻 馬場寛子 24.701889 7 
科 11 ~fJ i清徳雄 24-9180 

|大院 湯内
池悶重義 38-2997 所

11 菅沼 博 24-2 大久保 金井照光 24-4053 1苦藤雅昭 38・3553
尻 下上箆尻 母袋千代子 24-9209 長 島 土属学峻 22-6153 分 去 西本嘉子 38-6748 

11 沓掛喜八
24-・63215998 

11 荻原総i子 26・1598 仁占庇l問中一夫 31-2114 
上回原 小津智夫 22 11 佐々木いち子 27-7087 関 西滞八重子 31・2447
川辺町 中島 武 24-0342 金草寺・住吉が正 唐湾恒雄 27-0350 11 市川章受文 31-2240 

JII 11 後藤正夫 22-9414 富士見台小体早苗 25-1515 浦 堕f 上原矩子 31-2619 
11 大浮きよみ 22-6458 森 ・ 漆戸小林~亮 27-6086 )11 11 宮湾昌一 31・2871

辺 11 森 )11淳子 22-5786 大日本・長人 大塚良雄 22-9538 藤之木 永日事武市 31-3687 
11 問中ゆき 子 27・7231 重量 仲田・宮之上 泉水 7C 広 35-0192 越 J宇津?告・雄 31-2730 . 合 升 神田静江 27.2561075 7 中吉田 坂口興日 35・1059 tJl 小泉芳彦 23-0903 
11 倉升房子 22- 町吉田・7吉岡 荻原はるい 35-0736 西 11 赤羽ニ千男

ji! 制l 畑 中海正樹 25・6858 ひかり 吉見文夫 35-2991 7下主u.室:m~t賀.Ji. 古平周平 31-2516 
11 宮崎宏子 24・5050 桜 4ロ4、春日テル子 36-3001 久保田房子 31-2662 

国 下之条岡田むつ江 24-6462 殿 林之郷 荒井久美子 27-2373 上空室賀 池田 畠 31-2333 
11 中村信普 27-1274 下 郷上原信夫 27-8008 I 11 西湾のぷ子 31・3698 I 

築 地龍野正道 24-5240 岩清水山岸時過 24-5990 

広報うえだ7. 12. 1 (4) 



あなたの水道にも防寒を
水道が凍結する季節になりました。水道の凍結は、気温がマイナス 4度

以下になると起こります。次のような凍結防止をして、冬の寒さから水道

管を守りましょ う。

.凍って水が出ないとき
まず、蛇口、立上がり、メーターの順にタオルか布を

かけ、その上からお湯をかけて解かしてください。

メーターボックス内も保温を

lまろ布、発抱スチロールなど

を入れたビニール袋 3-4袋

を、メーターを閤むように入れ

て、保ihaしてくださL、。

不~栓lま毎日忘れず完

全に閉めましょう

立上がり管に保温材を

竃熱帯のコンセント

を忘れずに

屯熱般が暖かくな

立上がり管や蛇口の部分に保温材や凍結防止

帯を巻きつけて水道管を外気から守ってください。

-破裂して水が出たら
立上がり下の不j東栓かメーターボックス内の止水栓

で水を止めてください。止まらないときは、破裂か所

に布かテープを巻き応急処置をして、水道局か指定

工事情へ修理の依頼をしてください。

・宅地内の修理費は、個人負担になります メーターの被援も同織ですのでごi主憲を

|間い合わせ 水道局業務課 (圏1 俳iI:ì釘lt1t1ト~lω iI:ì釘附5
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上田市民生児童委員名簿 徹称略)

地区 担当地区 氏名 電話

UJ 入 細谷ふさ子 22.2833 
11 峨内和 一 22-2794 
1/ 電 月美代子 22-8039 

東 泉 間I干Tiヰiニ好 22-8764 

上 7t 凶 山浦康明 23・1347
11 西 j零澄江 22-0144 

||下中 常?吉 国田 !|箱徳島山 晶 子周
23-1670 

22-7030 
部 ~t 1吉田若林健子 24-3963 

材木町加藤精 一 24-5490 
11 藤田ニ四子 23・1897

常 入 総得美智子 23・1444

雨天llllI日I若林精一 22-9420 

|に泉|ヒ天神平町
中 村 秀夫 22-9652 

上村誠・子 24・6037

南 協滞信子 22-0203 

松尾町山鑑勝夫 22-0185 
智E鷹匠町 ~þ l'事勝子 24-3260 

本 町 坂井典子 22-5625 

末広町 岩崎敬子 22-5572 

大手間T林 nt 子 22-1500 

繊 IHr 丸 山源兵衛 22-0443 

海野 i町 近藤正司 22-8066 

原 IIJT 4公尾潤 ニ 22・0024

中 袋 町 正村智代 22-8694 

馬場町 横谷重時 22-1373 
央 回 町 前田幸雄 22-37∞ 

丸.t.ta町。宮下寄子 24-4922 

昨支出浅井常子
25-3511 

木内ふみ子 22-7812 

上川原柳町 渡辺やす子 27-6317 
11 市川嘉代子 22-2774 

下川原柳町 富島久仁 H百 24-0668 

~t 愛宕町 官級敏子 22-4049 

上鍛治I!1r高桑延雄 22・0607

鍛治町 lJi事賢司 22-2413 

上房山 宮下英世 23-1344 

下房山 今水 縛 22-0693 

柳 町 池田祭子 22-3292 

新 国 横内静雄 22-8959 
11 柳 j事仁美 24-4535 
1/ 柳 j事潔子 22-2244 

部 1/ 渡 辺昌子 27-0659 
11 小 t也とくよ 22-7700 

山 円 有賀八重子 27-8524 

上紺屋町 坂下まさ子 24-4082 

西部
下紺昆町 山透綾子 23-1021 

11 中海良翁 24-5764 



江
戸
時
代
、
原
町
の
は
ず
れ
で
北
国
街
道
は

西
へ
、
上
州
街
道
は
東
へ
と
わ
か
れ
て
い
ま
し

た
。
「
中
央
三
丁
目
」
の
信
号
の
あ
る
所
が
そ

の
分
岐
点
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
下
房
山
は
上
聞
か
ら
上
州
街

道
を
行
く
と
き
の
最
初
の
村
で
、
原
町
に
つ
づ

く
家
並
に
は
桶
屋
、
紺
屋
、
綿
打
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
職
人
が
お
り
活
気
に
あ
ふ
れ
で
お
り
ま
し

た。

し
ん
こ
う
し

下
房
山
か
ら
矢
出
沢
川
を
わ
た
る
新
小
路
が

開
通
し
た
の
は
、
今
か
ら
1
6
0年
ほ
ど
前
の

天
保
年
間
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
新
小
路
と
い
う

名
は
上
房
山
の
幸
町
よ
り
新
し
い
と
い
う
・
怠
昧

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
小
路
は
房
山
や
城
下
町
の
人
び
と
だ
け
で

な
く
、
上
州
街
道
を
往
来
す
る
人
び
と
に
と
っ

て
も
必
要
な
道
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

昭
和
初
期
に
、
新
小
路
は
花
房
町
と
い
う
名

に
変
わ
り
、
矢
出
沢
川
に
か
か
る
橋
も
仲
花
房

橋
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
ち
な

障
害
者
週
間
は
、
障
害
者
に
対
す

る
障
壁
を
取
り
除
き
(
バ
リ
ア
フ
リ

1
)、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
、
行
動
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
問
年
の
国
際
障
害
者
年
に
ロ

月
9
日
が
「
障
害
者
の
日
」

と
定
め

ら
れ
、
ま
た

「障
害
者
基
本
法
」
の

公
布
日
が
ロ
月
3
日
で
あ
る
こ
と
か

ら
こ
の

1
週
間
を
障
害
者
週
間
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ

が

「
ノ
i
マ
ラ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
」
で

す
。
こ
れ
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
の

皆
さ
ん
な
ど
社
会
的
に
不
利
を
負
う

人
び
と
を
当
然
に
包
含
す
る
の
が
通

常
の
社
会
で
あ
り
、
あ
る
が
ま
ま
の

姿
で
他
の
人
び
と
と
同
等
の
権
利
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
考

え
方
、

方
法
で
す
。
こ
う
し
た
考
え

に
立
っ
て
国
際
障
害
者
年
で
は

「完

全
参
加
と
平
等
」
が
テ
l
マ
と
さ
れ
、

長
野
県
で
も
今
年
同
月
1
日
に

「長

野
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
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カメラスケッチ

み
に
下
房
山
に
は
矢
出
沢
川
に
か
け
ら
れ
た
こ

つ
の
橋
が
あ
り
ま
す
。
仲
花
一
関
橋
を
ま
ん
な
か

に
し
て
、
上
流
に
住
吉
橋
、
下
流
に
あ
る
の
が

ひ
さ
ご

瓢
橋
で
す
。
橋
か
ら
眺
め
る
矢
出
沢
川
の
ほ
と

り
の
風
景
は
、
昔
の
面
影
を
と
ど
め
て
お
り
ま

す。
浄
楽
寺
は
延
宝
5
年

(
1
6
7
7
)
、
更
科

郡
塩
崎
の
角
間
村
か
ら
下
房
山
に
移
さ
れ
、
は

じ
め
は
康
楽
寺
(
塩
崎
)
の
掛
所
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
掛
所
は
僧
侶
が
錫
杖
を

掛
け
て
滞
留
す
る
所
で
す
。

作
家
の
新
聞
潤

(
1
9
0
4
1
1
9
7
8
)

は
原
町
に
生
ま
れ
、

『片
意
地
な
街
』
『
映
画
館

* !女一日
犬家

族
連
れ
で
すに
娠 中小企業で働く皆さんのための福利厚生・

わ主共済給付を行っている上田市勤労者互助会は、

い尖 10月29日に小牧の水産試験場でマス釣り大会

を開催。140人の会員や家族が参加し、大型の

ニジマスを釣り上げていました。

の
あ
る
街
』
な
ど
上
回
を
舞
台
に
し
た
小
説
で

文
塩
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
が
、
下
房
山
の
商

庖
な
ど
を
モ
デ
ル
に
し
た

『突
っ
か
ひ
棒
』
と

い
う
小
説
を
昭
和
叩
年

(
1
9
3
5
)
に
発
表

し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
家
は
風
刺
と
ユ
ー
モ
ア
で
庶
民
を
生

き
生
き
と
描
き
出
し
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
『
突
っ
か
ひ
棒
』
も
そ
の
な
か
の
一
編
で
、

壊
れ
そ
う
な
借
家
を
め
ぐ
っ
て
頑
固
な
家
主
な

ど
が
登
場
し
、
昭
和
初
期
の
上
回
を
印
象
深
く

描
い
て
い
ま
す
。
少
年
の
こ
ろ
、
新
田
淵
は
下

房
山
の
町
も
遊
び
場
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

(
平
野
勝
重
)

申K

Zェ
事
も

震回員会雪41
段邑.::F~[ 志←J.，.

階 北陸新幹線の建設工事も着々と進み、 11月

i二大 7日には五里ケ峯トンネル抗日近くで、「レ

12ール発進式」が行われました。「レール送り

一込み装置」により、溶接された200メートル

のレールをゆっくりと延ばして行きました。

こ
れ
を
機
会
に
障
害
者
の
課
題
に

つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
行
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
(因

1
6

0
3
)
 

ヲk

I感
謝
の
~ 

-"" 
持
ち
込 「勤労感謝の日」を前にした11月20日、芙

めキ蓉保育園の年長組園児約30人が市役所を訪問。

て長市の仕事や役割りの説明を受けたあと、竹下

市長に勤労感謝の気持ちを込めた水栽培の球

根の入り容器を手渡しました。

時節句k
I九頭仏三¥禄
lι戸長 釘

[7 ] 7 12. 広報うえだ7.
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特別展 “JeJ信濃の洋画家たち1I"
大正時代から昭和にかけて活視した、北信漫にゆか

りの深い近代画家の作品30点を展示しています。
1>ところ 丸子町郷土博物館(丸子町東内2564・1・

圃ゆ2158) 1>展示期間 12月10日(日)まで(水曜日
は休館) じ〉開館時間午前9時~午後 5時じ〉観覧

料一般200円、小 ・中学生100円

イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い

年
末
も
創
造
館
ヘ
/

---
E
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
作
品
展

マ
と

き

ロ

月
3
日
間

i
同
叩
日

間
(
午
前
9
時

i
午
後
4
時
初
分
)

マ
と
こ
ろ

美
術
館

・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル

マ
入
場
料

無
料

圏
第
2
土
曜
日

・
創
造
館
施
設
開
放

マ
テ
l
マ

『
冬
の
星
座
を
さ
が

そ
う
』

マ

と
き

ロ
月
9

H
ω
午

保育諜では「子育て支援事業」
の一環として、講演会を開きます。

市の保健婦による講演のあと、希

望者には相談の時聞を設けます。

.とき平成8年 1月188附(講

演=午前 9 時30分~10時10分、椙
談z午前10時10分~11時)
.と ころ 南部保育園リズム室
(天神4・16.4・上田駅南口)

圃演題 『今このときを大切に~
母親の役割~J

.講師師川教子保健婦(市役所

健康推進課)

.対象乳幼児をもっ母親

.定員 20~30人
・申し込み 南部保育園相談室

(園ゆ3096)へ、 12月26日ωまで
に申し込みくださL、。

.その他 15人ぐらいの託児の用

意(ただし 1歳以上)があります。

駐車場もあります。

前
日
時
か
ら

マ
と
こ
ろ

タ
リ
ウ
ム
室

マ
参
加
料

.
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

ロ
月
9
目
的
午
前
9
時

加
分

1
午
後
3
時
初
分

マ
と
こ
ろ

パ
ソ
コ
ン
室

マ
内
容

『
親
子

で
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う
!
』

マ
対

象

上
田
市

・
小
県
郡
地
域
に
在
住

す
る
小
学
生
の
親
子

マ
定
員

初

人

マ
受
講
料

5
0
0
円

マ

申

し
込
み

ロ
月
2
日

ωか
ら
、
泣
訴

で
中
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

《
表
計
算
編
》

マ
と
き

ロ
月
刊
日
出

・
口
日
制

(
午
前
9
時

i
午
後
4
時

)

マ

と

こ
ろ

パ
ソ
コ
ン
室

マ
内

容

パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
ロ

l
タ
ス

1

|
2
|
3
に
よ
る
デ

1
タ
の
入
力
、

主
な
関
数
、
表
グ
ラ
フ
作
成
、
デ
ー

タ
ベ

ー
ス
機
能
な
ど

マ
対
象

日

成
以
上
で
上
田
市
・
小
県
郡
地
域
に

無プ
料ラ

ネ

在
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
人

マ
定

員

初

人

マ
受
講
料

6
0
0
0

円

マ
申
し
込
み

ロ
月
3
H仰
か

ら
岡
山
日
間
ま
で
に
屯
訴
で
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
よ
田
創
造
館
(
間
窃

I
l
l
-
-
同
⑫
4
1
0
0
)

飼
い
方
を
学
ぼ
う
/

犬
の
し
つ
け
方
教
室

••• 
今
回
か
ら
学
科
講
習
の
み
の
参
加

者
も
受
け
付
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
犬

を
飼
い
た
い
人
や
子
犬
を
飼
い
始
め

た
ば
か
り
の
人
も
受
講
可
能
で
す
。

マ
と
き

①
学
科
目
1
月
と
7
月

の
第
3
土
曜
日
午
後
1
時
加
分
j

3

時
加
分

②
実
技
H
毎
月
第
3
土
曜

日
午
後
1
時
加
分

1
3時
加
分

マ

と
こ
ろ

①
学
科
H
上
田
消
針
生
活

セ
ン
タ
ー

②
実
技
H
上
回
合
同
庁

舎
駐
車
場

マ
内
容

①
学
科
講
習

会
H
動
物
に
閲
す
る
法
作
、
犬
の
本

能

・
習
性
、
正
し
い
飼
育
管
理
、
病

気
の
知
識
と
予
防
、
し
つ
け
方
な
ど

②
実
技
H
基
本
的
な
服
従
訓
練
の

し
か
た

マ
終
了
試
験

す
べ
て
の

項
目
を
終
了
し
た
人
を
対
象
に

6
月

と
ロ
月
に
実
施
し
、
合
格
者
に
は
終

了
証
を
交
付

マ
参
加
費

3
0
0

0
円

〈学
科
講
習
の
み

1
0
0
0円
)

マ
串
・
し
込
み

事
前
に
長
野
県
動

物
愛
護
会
上
小
支
部

(上
田
保
健
所

内
・
岡
8
7
1
5
3
)
に
包
括
述
絡

し
、
参
加
費
を
添
え
て
直
接
窓
口
へ
。

γ
 

M
 

，F 
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マナーも身につけよう



• 

「
水
道
メ
ー
タ
ー
」
委

託
検
針
員
の
希
望
者

••• 
水
道
局
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
委

託
検
針
員
希
望
者
の
登
録
を
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
は
、
検
針
員
が
欠
員

に
な
っ
た
と
き
、
検
診
委
託
を
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
次
に
該
当
す
る

希
望
者
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(主催者の混合により変更する場合があります)

回~0762

月日 催し 開演時間 入場者 問い合わぜ

12/8 18: 30 
出魁 よ回市民劇場12月例会 よ田市民

文学座公演 一 会員券 I!J 湯
12/9 r~躍のチャ ー リ ー』 13: 15 回路9697
ω 18・30

.二の丸 1-2 上田市民会館

マ
登

録

資

格

年
齢
・
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
が
、

①
健
康
な
人
、
特
に

足
腰
が
丈
夫
で
視
力
の
良
い
人
②
自

動
車
運
転
免
許
の
あ
る
人
(
検
針
区

域
が
広
い
た
め
)

マ

問
い
合
わ
せ

水
道
局
業
務
課
(
因
1
8
5
4
)

市
営
住
宅
の
入
居
者

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

••• 
市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
団
地
内
堀
団
地
(
五
加
)

の
新
築
分
を
含
む
、
市
営
住
宅
全
般

〈
一
部
の
団
地
を
除
く
)

マ

受
付

期
間
ロ
月
初
日
附

i
平
成
8
年
1

月
5
日

樹

マ

問
い
合
わ
せ

建
築

指
導
課
(
因
1
5
4
8〉

邸~0760

よ国子ども麟穆例会 11 : 00 上回子ども
1~!.9 1 -r劇団うりんζJ 会員券 劇績
ω ーあした天気lζなあれー

14: 00 
回路4756

よ回市消防団音楽隊
上田市i潟防10 14: 00 無料 団音楽隊

{目) 一第7回定期演奏会一
庇ゆ0833

16 
長野県管楽器

無料
l!ID0266 アンサンプルコンテスト 10: 00 @4628 位l

第E地区大会

-材木町1・2・3上田市文化会館

lIEOO])llll .上田原1640上回創造館

羽
子
板
お
持
ち
の
人

創
造
館
ヘ
ご
連
絡
を

••• 
正
月
の
女
の
子
の
遊
び
と
し
て
、

古
く
か
ら
あ
る

「
は
ね
つ
き
」
。
最

近
で
は
こ
の
遊
び
も
め
っ
き
り
少
な

く
な
り
、
正
月
の
風
情
も
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
上
回
創
造
館

で
は
、
ロ
月
お
日
聞
か
ら
平
成
8
年

l
月
日
日

ωま
で

『
羽
子
板
展
』
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
羽
子
板
や
羽
娘
な
ど
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
か
ら
お
借
り
を
し
、

展
示
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
持
ち
の
か
た
は
、
ロ
月
刊
日

ωま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
よ
田
創
造
館

(固

@
I
l
l
-
-
闘
②
4
1
0
0
)

丸子町文化会館

天野昇子ジャズライブ

12/13 13: 00 ー
市役所

付<)
老人大学講演会

健康推進課

上回ファミ
16 上回ファミリークラブ 10: 30 会員券 りークラブ
ほ) クリスマスパーティー

圃ゆ6006

包 着物展示会
無料

q網干松

国防7460唱泊 (248まで〉

1月の開講講座へ/

講座名 曜日 期間 回数 定員 材料費など

料理 伺) 1/8~3/25 10回 18人 材粍費4，ω0円程度 (10回)

料理 ω 1/9~3/12 10回 18人 材料費4，ω0円程度 (10図)

料理 。ぬ 1/1O~3/13 10回 18人 材料費4，0∞円程度 (10回)

1.7ロピウス 幽 1/12~3/15 10回 30人 運動できる服装

.勤労青少年ホーム 1月の開講講座l>対象 市内に在住か、市内事業所に勤務する29歳までの

勤労青少年 l>申し込み 12月11日(月)から同15日幽までに、

勤労青少年ホーム(消防本部前 ・阻ゆ7117)に受講料を添え

てどうぞ。電話でも受け付けます。各講座とも定員になり次

第締め切り。l>受付時間 午後 O 時30分~9 時(日曜日・

祝日は休館) l>受講料 1，030円、ほかに利用者協議会費

200円 l>活動時間 料理(月・火・氷) =午後 6跨30分~

8 時30分、 エアロビクス=午後 7 時~8 時30分

7 12. 広報うえだ7.(9 ] 



-情報テーブル・

砂市長および市議会議員の‘

あいさつ状は 出すことができません!
法律等により、市長および市議会議員などの公職にある者は、市民の皆さんに年賀状な

どの「あいさつ状」を出すことができませんので、こ理解くださるようお願いします。

ただし、市民の皆さんからいただいたものに対する自筆による答礼のものは除かれます。
平成7年12月

上田市長

上田市議会

~制，J、，学校

l3司ふ之さ~メ入金~lヲJ々へ，o，:弘、G，、也、
手号、ヲ注文受付w

*A写版企25o~岨 sニ

亨f~]'8タ0 ，.弓

太
陽
熱
利
用
の

相
談
口
が
上
回
に

••• 
社
団
法
人
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
振

興
協
会
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
・

太
陽
熱
温
水
器
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
る
た
め
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
相
談
セ
ン
タ
ー
・
長
野
」
を
、

市
内
上
塩
民
に
開
設
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者
の
購

入
相
談
・
苦
情
相
談

・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
相
談
を
中
心
に
、
商
品
の
問
い
合

わ
せ
や
販
売
・
工
事
業
者
へ
の
指
導

な
ど
、
普
及
促
進
の
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

別所小学校との統合により、今年度、 107

年にわたる歴史の幕を閉じ、来年度、山田地

籍に「塩図西小学校」の名で、統合小学校と

して新たに生まれ変わる西塩田小学校。

現在、西塩田小学校開校事業推進委員会で

は、同校に関する数多くの貴重な資料 ・写真

を集めた記念誌 『西塩田小学校・閉校記念誌』

の予約注文を受け付けています。ご希望のか

たは、どうぞお求めください。

・・・4砂・・・・.......

.内容 :A5版・全250ページ

圃価格:3850円(予価)

.問い合わせ:西塩田小学校(匠訴訟2555)

ム
相
談
セ
ン
タ
ー
・
長
野

(上
田
市

上
塩
尻
2
9
5
1
1
・
固
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

0
1
2
0
1
3
2
8
1
1
5

0
)、
市
役
所
生
活
環
境
課

(困

1

3
9
0
)
 

ト
イ
レ
の
く
み
取
り

年
末
年
始
は
お
休
み

---
U
月
初
日
凶
か
ら
平
成
8
年
1
月

3
日
制
ま
で
は
、
ト
イ
レ
の
く
み
取

り
業
務
が
休
み
と
な
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
は
く
み
取
り
の
依
頼

が
た
い
へ
ん
集
中
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
く
み
取
り
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

く
み
取
り
量
を
確
認
し
て

最
近
、

ト
イ
レ
の

「く
み
取
り
料

金
」
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
ま
す
。
く
み
取
り
業
務
を
行
っ

て
も
ら
う
と
き
は
、
必
ず
便
槽
の
量

お
よ
び
車
の
後
方
に
付
い
て
い
る
ゲ
ー

ジ
を
見
て
、
く
み
取
り
量
を
確
認
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
と
な
る
場
合
も
、
あ
ら
か
じ

め
使
槽
の
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
簡
易
水
洗
は
レ
パ

l
の
故

障
な
ど
に
よ
る
水
の
流
入
に
よ
り
、

く
み
取
っ
て
も
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(因

1
3
8
7〉

一
不
用
白
聞
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

一
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一生
活
環
焼
諜
(
内
線

1
3
9

一0)
ヘ
ご
逮
絡
を
。

図圏不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
怒
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に

登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

受
録
の
日
よ
り
6
か
月
閣
は
そ
の
ま

ま
登
録
し
ま
す
。

マ
赤
ち
ゃ
ん
体
重
計

マ
家
庭
用

レ
ジ
ス
タ
ー

マ
F
F
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー

マ
火
鉢

マ
女
性
用
衣
類

(M)

マ
六
中
制
服

(女
性
)

円

v
茶
箱

マ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

(ホ
イ
ル
付
き
・

1
3
5
l
m
)

マ
普
道
タ
イ
ヤ
(
ホ
イ
ル
付
き
・

6

0
0
l
U
)

マ
ワ
ン
タ
ッ
チ
タ
イ

ヤ
チ
ェ

ー
ン

(1
8
5
×

R
M
・
-

7
5
×
R
U
)

マ
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

用
レ
ン
ジ

マ
子
ど
も
服

(男
女
・
1
1
5
0

g

マ
お
も
ち
ゃ

(男
女
)

マ

フ
ォ
ー
マ
ル
靴

(女
児
・
げ
側
〉

マ
ベビ
1
ベ
ッ
ド

マ
調
乳
ポ
ッ
ト

門

v
電
気
こ
た
つ

マ
テ
レ
ビ

マ

子
ど
も
用
自
転
車

(M
i
uイ
ン
チ
)

マ
子
ど
も
い
す

(自
転
車
荷
台
用
)

マ
大
人
用
自
転
車

(
M
i
m
イ
ン

チ
)

マ
都
市
ガ
ス
用
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ

マ
ソ
フ
ァ
ー

(2
1
3
人
掛
け
)

マ
座卓・

マ
郵
便
受
け

マ
小
型

耕
う
ん
機

(家
縫
楽
鴎
用
)

マ
英

会
話
テ

l
プ
教
材
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家
庭
雑
排
水
収
集
料

金
が
1
月
か
ら
改
定

• 

• •• 
平
成
8
年
1
月
1
日
附
か
ら
、
家

庭
雑
排
水
収
集
料
金
(
消
費
税
含
む
)

が
別
表
の
と
お
り
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
①
平
成
4
年
以
降
、
料

金
が
据
え
置
か
れ
た
こ
と
、
②
そ
の

聞
の
物
価
と
人
件
費
の
上
昇
率
お
よ

び
、
県
内
他
市
町
村
の
状
況
を
考
慮

し
た

こ
と
、
な
ど
を
受
け
て
改
定
す

る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(因

1
3
8
7
)
 

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

柳
深
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…
上
原
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常

図
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一
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・
若
林
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-
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林

道

之

上

手
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一
寺
島
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中
期

待

敬

司

蛇

沢
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池
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は

な

鍛

治

町

昭

二

別
問
金
秋

滞

柳

た

か
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松

本

登
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常

問

的

一
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井
き
く
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猪
一
郎
小
井
田
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い
回

中
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雄

ひ

か

り
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一
唐
津
敏
子

笹

議
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辺
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一
柏

木
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ツ
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河
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岡

政

好
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尾
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一
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利
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之
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念
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車
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金
十
郎
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駅
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藤
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士
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西

川

盟

締

新
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回

一
武
田
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と

佐

藤

懲

平

御

所

別

…

西

山

昭

幸

み

す

ず

台

商

船

一
片
山
清
久

伊

藤

貞

二

新

屋

町
一

重

閉

治

男

野

倉

飢

一
中
村
た
け
じ

問
中
志
づ
へ

中
之
条
町
町

一
内
久
根
十
寸
穂
仁
古
田

刈
…

西
線
文
雄

上

野

晴

美

下

紺
屋
町

白

・
回
村
た
け
よ

院

内

位

一
機
関
か
っ

〈旬
月
届
け
出
分
・

敬
称
略
)

-家庭雑排水収集料金一覧表

収集量(.0 改定前料金(円) 改定後料金(円)

200 Q未満 1，150阿 1，300円

200 Q以よ250Q米満 1，500円 1，700円l

250 Q以上300Q未満 1，850円 2，10.0円|

300 Q以上50Q繕すごとに 300円加算 400円加算|

120円

270内

120門

270円

.ホース延長 (m)加算料金

3Om以上60m未満のとき

60m以上

下 中国上倉新 |涜下黒分上 |第秋西漆 l町 下
之之朋 之 常 野 吉岡之
奴[1:条分原升泊内条 坪 去 国 内 和 竹 戸 悶 条

町

一
河
合
次
努

川
辺

町

間

創

一
・
小
池
貞

一

梅

田

制

問
一

金
回
義

一

附

的

部

・
若
林

崎

小

泉

田

部

一
石

井

み

さ

を

半

過

開

制

一
小
林

字

平

岡

剖

引
い
・
中
川
富

次

染

屋

町

随

一
倉
関
銃

一

木

町

田

路

…
駒
附
鍛
五
郎
丸
冊
畑
町
制

M
一一池
岡

俊

昭

新

町

町出

回

一
長
井
サ

ヨ

中

常

図

的

卯
一

大
和
延
築

中
之
条

m

m
u架
林

箆

男

下

室

賀

川

内

部

…
荒
井
符
入

手

嫁

邸

付

い
寺
島
と
よ
子

漆

戸

部

問

一
大
矢
智
久

下

川
原
柳
町

w

m
…
沌
沢
と
し

秋

和

的

部
一

一叩
回

初

雄

五

加

η

ごみを出すル四ルを守り、きれいな環境で新年を・・・

年末年始のごみ収集

h

『&ペ
4
h
，
何回

F
I

-年末年始のごみ収集日程表

月日 ごみの収集 持ち込み受付時間

12月23日出 通常の土曜日収集地区
午前 8 時30分~11時特

{天皇護生日} のみ収集(特別収集)

298幽
通常の金曜日収集地区 午前8問叩?
のみ収集 (特別収集) 午後 1 時~4 時

30日出
通常の土曜日収集地区 午前 8 時30分~11時45分

のみ収集 (特別収集) 午後 1 時~4 時

31 8 (:t) 休み 午前 8 時30分~1 1時45分 |
1月 1日伺)

28ω 休み 休み

3 8 ~J<) 

4日嗣 平常どおり 平常どおり受け付け

-
問
い
合
わ
せ
環
境
業
務
課

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

(岡山
⑫

0
6
6
6
)

1
1

・
広
報
を
担
当
す
る
者
に
と
っ
て
、

偽

記

/
催
し
ゃ
式
典
が
あ
る
と
、
常
に
ベ
ス

制

後

」
ト
ア
ン
グ
ル
が
と
れ
る
よ
う
に
、
カ

f
l
¥
メ
ラ
を
縫
え
て
前
へ
前
へ
と
進
み
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表
紙
で
紹
介
し
た
よ
う

に
上
信
越
道
・
山
口
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
た
が
、

こ
の
臨
時
も
発
破
ボ
タ
ン
を
押
す
瞬
間
を
織
る
た

め
に
最
前
列
へ
。
つ
ま
り
発
破
に
い
ち
ば
ん
近

い
所
で
、
背
を
向
け
て
大
音
響
の
洗
礼
を
受
け

る
の
だ
。
私
自
身
過
去
3
回
ト
ン
ネ
ル
貫
通
を

取
材
し
て
き
た
が、

今
回
¢
発
被
告
が
い
ち
ば

ん
大
き
く
、
カ
メ
ラ
の
シ
ヤ
Y

タ
ー
は冊押
し
て

い
た
も
の
の
、
体
が
大
き
く
揺
れ
、
自
は
思
わ

ず
つ
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
出
来
上
が
っ

た
写
真
は
:
・
ボ
ツ
に
な
っ
た
。

(

た
な
か
)

-
D
T
P
{デ
ス
ク
・
ト
ッ
プ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
の
時
)
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
?
。

日
本
跨
で
は

『机
上
出
版
』
と
訳
さ
れ
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
、
編
集
か
ら
印
刷
ま
で
の
作
業

行
程
を
、
効
率
よ
く
制
作
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
だ
そ
う
だ
。
近
い
将
来
、
広
報
紙
作
り
も
こ

の
方
法
が
主
流
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
月
、

東
京
で
行
わ
れ
た

D
T
P
の
研
修
会
に
参
加
し

た
。
成
泉
は
と
い
う
と
、
う
ー
ん
?
?
?
・:
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
研
修
中
に
刊
月
向
日
号

の
校
正
が
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
思
わ
ぬ

ミ
ス
を
:
・
。
表
紙
の

『秋
景
色
』

(女
締
岳
と

野
倉
の
集
落
}
の
写
真
に
織
所
を
記
入
す
る
の

を
、
忘
れ
て
い
た
。
や
は
り
、
問
い
合
わ
せ
が

殺
到
。
以
後
気
を
つ
け
ま
す
。

(

に
し
ざ
わ
)

)
 

凋
q
E
'

必
什

E'
[
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12月 1日は 「世界エイズデー」です。

エイズは、1981年にアメ リカで発見されて以来、世

界中で急速に増え続けています。そこでWHO(世界

保健機関)は、 1988年に世界レベルのエイズまん延防

止と患者 ・感染者に対するJ差別 ・偏見をなくすため、

12月 1日を 「世界エイズデーJと定め、エイズに関す

る啓発活動を行っています。

今年のテーマは 「エイズlこ取り組む~ひとりひとり

の権利と責任Jで、標語は 「エイズは予防できる病気

ですJとなっ ています。わたしたち一人ひと りがエイ

ズに対する正しい知識をもち、一日でも早く差別や偏

見のない世の中をつくって行きましょう。

b問い合わせ 上回保健所保健予防課 (匪防7149)

冨エイズの検査

bとき 毎週火曜日午前9時-9時30分 bところ

上回保健所2階 bその他 予約はいりません。匿

名でも検査できます。

・エイズの相談 bエイズ相朕直通電話

.エイズは予防できる病気です
泌総務?す.)...
h t1rh 
言、、

11 ゆ

小林真由ちゃん
( 4 . ・限紡責~)

さえ

佐枝ちゃん
(，.'か月}

『外lま寒いけど、近所

で閉じくらいの子と散歩

したり、量産んだりするの

が大好きな二人です』 と

母の縛策定ん.

保健診診珍

国③7149

健康推進課

理 ・美容業、飲食業などの皆さん

上回保健所では、事業者などの皆さんの結核健康診

断を行います。料金は無料です。

各市町村、事業所、施設などで定期検診を受けた場

合も、 3か月以上経過した人は必ず受診してください。

[>対象業種飲食庖業、旅館業、理容業、美容業、

保育園、幼稚園の職員 [>その他 ①検診の結果、異

常のある人のみ通知します。②妊娠している方、妊娠

したと思われる方は受診しないでください。③当日は、

金属、プラスチックのある衣類はさけ、ボタンのない

肌着かTシャツで受診してくださ L、。

.胸部検診草案施分
期日 | 時間 | 犠所

1月10日制 | 午前10~寺~1 1 時 |川西社会福従センター

1月18日嗣 | 午前10時~11時30分 lli回母子健康センター

1月18日附 | 午後 1 時30分~3 時 l相染問

.上回保健所実施分(2階エ ックス線塗)
期日 | 時間 | 会fI

2月 18*
2月283曽
2月5日明1

2月8日帰

.結核健康診断 (胸部×線検診)

.ポリオ (小児まひ)予防接種[秋期〕

ポリオ (小児まひ)の 2回目の予防接種を行います

(詳しくは 9月16日号の広報うえだをご覧ください)。

※訂正とおわび

11月16日付けの広報で、城南公民館と上野が丘公民

館の接種目が f12月 4日{月)Jとなっていましたが、f12

月14日(ね」の誤りです。訂正しおわびします。

.ポリオ(小児まひ)予防接種 [秋期]日程表

会場名 実施日 対象地区

観 光 d=z』zz 館 12/1 西部・南部 ・中失・塩尻

神川地区公民館 幽 紳川

J A中塩図支所 12/12塩田

JII 辺 町 42』2E 館 ω 川辺・泉田

上回市文化センター 12/13 東部 ・北部

川西社会福祉センター (7JQ 川酋

城 南 公 民 館 12/14 械下

よ野が丘公民館 附 神科・隻殿

対象業種

欽食象 ・旅館業

午前 9 時~11時 i よ図保健所 lj飲食業 ・旅館象
午後 1 時~3 時 1 2 階ヱックス線室1:理容業 ・ 美容集

保育園 ・幼稚@

-心の健康についての講演会

中~1神家族会では、 講演会を開催します。

bとき 12月 6日附午後 l時30分-3時 bところ

福祉会館大会議室 (大手町) [>講師 鴇田元夫さ

ん (千曲荘病院) [>内容 『最近の心の病について』

b問い合わせ 健康推進課 (~1625)

[12] 7 12. 広報うえ定7.

bとき 平成8年 1月10日附 ・1月17日脚 ・1月19

日幽の午前9時30分~午後 4時の指定する時間 [>測

定結果説明 日 2月13日ω午前 9時30分~正午 [>と

ころ 上田保健所 (材木町) [>対象 今までに骨密

度測定を行った ことのない20歳-59歳の人 b募集定

員 70人(応募多数の場合はf[ll選) [>募集期間 12 

月11日(月)-12月15日幽 [>応募方法 往復はがきに、

住所 ・氏名 ・年齢(生年月日) . m話番号を明記して

上回保健所保健予防課 (〒386上田市材木町1・2・6)へ。

はがきは l人 1枚とし、屯話では受け付けません。

[>問い合わせ 上田保健所保健予防課 (匝ゆ7148)
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